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何
を
優
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す
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き
か
を

考
え
る
、

議
会
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

議

　

長

田
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和

雄財
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の
健
全
化
を
図
り

つ
つ
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市
民
の
皆
様
が
健
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で
安
心
し
た
暮
ら
し

の
で
き
る
市
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を
目
指
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ま
す
。

文
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生
委
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大

足

光

司「
活
気
の
あ
る
元
気
な
、

ま
ち
・
高
萩
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を
目
指
し

て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。 文
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生
委
員

議
会
運
営
委
員

飯

田

毅

昭子
ど
も
た
ち
に
「
夢
を
」、

働
く
世
代
に
「
や
り
が
い

を
」、
高
齢
者
に
「
生
き

が
い
を
」。
そ
ん
な
高
萩

を
め
ざ
し
ま
す
。

総
務
産
業
委
員
長

議
会
運
営
委
員

我

妻

康

伸市
民
の
声
と
共
に
「
価
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あ
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萩
」
づ
く
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に
尽

力
し
ま
す
。
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厚
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長

根
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茂「
地
域
か
ら
ま
ち
お
こ
し
」

を
掲
げ
一
期
目
の
最
終
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で
す
。
引
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続
き
全
力
で

努
め
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。「
ラ
ス
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ス
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」
ゴ
ー
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ー

総
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産
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坪

和
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市
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が
主
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！
」

住
み
心
地
の
良
い
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づ

く
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た
め
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市
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目
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で
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。
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長
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、
将
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世
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と
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の
政
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邁
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。
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。
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員
長

菊

地

正

芳駆
け
つ
け
ま
す
！
一
人
の

た
め
に
！　

小
さ
な
声
を

大
き
く
実
現
す
る
た
め
、

本
年
も
し
っ
か
り
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

総
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産
業
委
員

大

森

要

二市
民
の
安
心
、
安
全
が
第
一

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

住
み
よ
い
ま
ち
「
高
萩
」に
、

市
民
目
線
で
尽
力
い
た
し

ま
す
。 副

議
長

文
教
厚
生
委
員

平　

正

三災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

と
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
市

政
を
目
指
し
ま
す
。

今
年
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

文
教
厚
生
委
員
長

議
会
運
営
委
員

作

山

里

美強
い
信
念
と
果
敢
な
行
動

力
が
私
の
信
条
で
す
。

市
民
に
満
足
さ
れ
る
郷
土

づ
く
り
に
今
年
も
が
ん
ば

り
ま
す
。

文
教
厚
生
委
員

篠　

原　

新
一
郎「

が
ん
ば
ろ
う
！
高
萩
！
」

を
合
言
葉
に
、
未
来
志
向

の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
努
力
し
ま
す
。

総
務
産
業
委
員

公
職
選
挙
法
に
よ
り
年
賀
状
に
よ
る
あ
い
さ
つ
が

禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
紙
を
も
っ
て
年

賀
の
あ
い
さ
つ
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
員
一
同

謹んで皆様のご健勝をお祈り申し上げます
2019年　元旦
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た
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は
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謹
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年
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員
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正
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委
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我
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康
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作
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里
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今
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敏
宏

　
　
　
　
　

田
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和
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大
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要
二

　
　
　
　
　

大
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光
司　

八
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陽
子

委
員
長　

吉
川　

道
隆

副
委
員
長　

今
川　

敏
宏

委

　
　

員　

平　
　

正
三　

大
足　

光
司

　
　
　
　
　

飯
田　

毅
昭　

渡
辺　

悦
夫

総
務
産
業
委
員
会

皆
様
方
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
市
議
会
に
対
し

ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。　

昨
年
は
、
大
部
市
政
が
誕
生
し
、

「
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
高
萩
」
を
掲
げ
、

市
政
運
営
を
転
換
し
、
市
民
主
役
の

市
政
を
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
郷
土
の
偉
大
な
先
人
で

あ
る
長
久
保
赤
水
の
偉
業
の
一
端

が
内
閣
官
房
主
催
に
よ
り
都
内
で

展
示
さ
れ
、
広
く
紹
介
す
る
機
会

を
得
ま
し
た
。

議
会
と
し
ま
し
て
も
政
務
活
動
費

に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
を

果
た
す
た
め
「
高
萩
市
政
務
活
動
費

運
用
指
針
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
新
し
い
元
号
と
な
る
節

目
の
年
で
あ
り
ま
す
が
、
本
市
に
お

い
て
も
国
民
総
合
体
育
大
会
と
い

う
大
き
な
事
業
に
取
り
組
む
年
で

も
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
日
本
は
人
口
減
少
社
会

議　長
寺 岡 七 郎

文
教
厚
生
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
本
市
に

お
い
て
も
急
激
な
人
口
減
少
が
進

ん
で
お
り
ま
す
。
本
市
の
人
口
は
、

２
０
４
５
年
に
は
１
万
７
７
０
０
人

と
な
り
、
65
歳
以
上
の
割
合
は
45
％

を
超
え
る
推
計
が
な
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

住
み
よ
い
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
福
祉
や
医
療
、
子
育
て
支
援
な

ど
に
取
り
組
み
、
活
力
と
元
気
が
生

ま
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
常
に
市
民
の
皆

様
と
向
き
合
い
、真
摯
に
耳
を
傾
け
、

皆
様
の
声
を
市
政
に
反
映
し
て
い
く

こ
と
が
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担

う
私
た
ち
市
議
会
の
責
務
で
あ
る
と

強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
私
た
ち
は
市
の
進
め
る
諸
施

策
が
、
限
ら
れ
た
財
源
で
最
大
の
効

果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
、
市
執
行
部

と
議
論
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

本
年
も
ま
た
、
皆
様
の
ご
支
援
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様

方
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
新
し
い
市
長
と
共
に
、
市

民
主
役
の
街
づ
く
り
、
市
民
主
役
の
市

政
が
推
進
さ
れ
、
議
会
と
執
行
部
が
車

の
両
輪
と
な
り
、
献
身
的
な
行
財
政
運

営
に
邁
進
し
て
き
ま
し
た
。

議
会
広
報
委
員
会
は
、
本
年
も
「
開

か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、
議
会
活
動

の
状
況
を
報
告
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
様
に
も
ぜ
ひ
議
会
傍
聴

を
お
勧
め
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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